
 
 

2.18 ５・６号機に関する共通事項 

2.18.1 設備の維持・管理について 

５・６号機は，平成23年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震により被災したもの

の，その被害の大半は津波による海水系設備の損傷であった。 

その後，海水系設備の復旧ならびに冷温停止維持に関する設備の健全性確認を進め，

現在では，震災前と同等の設備により安定的な冷温停止を維持している状況である。ま

た，冷温停止維持に関する設備と比較し緊急性は少ないものの，冷温停止維持に属さな

い設備については，状態確認を進めていく予定である。 

したがって，５・６号機の設備に関しては，本実施計画「Ⅲ 特定原子力施設の保安

」を遵守しつつ，福島第一原子力発電所第５号機保全計画及び福島第一原子力発電所第

６号機保全計画に基づく計画的な機器の保全活動を実施していくと共に，設置変更許可

等の許認可の内容に従って，設備を維持・管理していくこととする。 

 

2.18.2 要求される機能について 

  本実施計画に記載のある５・６号機の設備に要求される機能とは，工程(Ⅰ.1.2 参照)

に示す冷温停止において維持・管理する機能である。 

 

2.18.3 異常時の対応 

自然災害（津波）により，冷温停止維持に必要な設備（全交流電源及び海水系設備）

のすべてが機能喪失した場合，その状態が継続すると燃料損傷に至る可能性があるため，

復旧余裕時間＊１である 2.7 日以内（平成 24 年 10 月 1 日時点の崩壊熱）に電源車による

既設設備の復旧(電源復旧対応)，消防車による原子炉及び使用済燃料プールへの機動的

な注水対応（代替設備対応）を行い，燃料損傷を回避する。（図－１ 参照）なお,全て

の燃料を使用済燃料プールへ移動し使用済燃料プールゲートを閉した後は使用済燃料プ

ールのみ注水となる。 

＊１：崩壊熱により，冷却材の温度が上昇し 100℃（使用済燃料プールの水は 65℃）に到達する時間。 

復旧余裕時間は平成 24 年 10 月 1 日時点の崩壊熱にて算出し，最も短いのは５号機の原子炉である。 

詳細については以下の通り。 

【原子炉及び使用済燃料プールに燃料を保管している場合（平成 24 年 10 月 1 日時点の崩壊熱）】 

＜原子炉＞ 

５号機原子炉（初期温度 40℃）の崩壊熱より算出した復旧余裕時間は 2.7 日であり，同様に６号機の復

旧余裕時間は 3.8 日である。 

＜使用済燃料プール＞ 

５号機使用済燃料プール（初期温度 30℃）の崩壊熱より算出した復旧余裕時間は 4.6 日であり，同様に

６号機の復旧余裕時間は 4.6 日である。 
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【使用済燃料プールに全ての燃料を保管している場合（平成 26 年 4 月 1 日時点の崩壊熱）】 

＜使用済燃料プール＞ 

５号機使用済燃料プール（初期温度 30℃）の崩壊熱より算出した復旧余裕時間は 4.2 日であり，同様

に６号機の復旧余裕時間は 3.9 日である。 

 

電源車（５・６号機用として 2 台以上）は O.P.30m 以上の場所に配備されており，５

号機タービン建屋 2 階に設置されている所内低圧母線へ供給可能なケーブルが接続済で

ある。 

復旧時に必要な消防車＊2）（５・６号機用として 2 台以上，消防車用のホースも原子炉

建屋内に配備済）はO.P.30m以上の場所に配備されているが，震災の場合は移動し注水可

能な位置に消防車を配置する。消防車の規格放水圧は 0.55ＭPa以上あり（流量は 30m3/h

以上），原子炉建屋最上階（オペレーティングフロア）の高さは，消防車の位置からそ

れぞれ５号機が約 30m，６号機が約 39mである。圧力損失を考慮しても，原子炉及び使用

済燃料プールに注水するのに十分な能力を有している。（添付資料－２ 別添－１ 参

照） 

また，電源車及び消防車の運転訓練等を実施しており，手順書（体制含む）の整備も

されているため復旧余裕時間内に十分対応できるものであると評価している。（注水開

始までの所要時間：約 42 時間（1.8 日程度）） 

＊２）消防車：【原子炉及び使用済燃料プールに燃料を保管している場合】 

消防車による５号機原子炉及び使用済燃料プールへ注水に必要な水量は，平成 24 年 10 月 1 日の

崩壊熱より 9t/h と評価されている。６号機についても同様に 9t/h と評価されており，注水の水

源となる純水タンクの最低限の保有水量は 263ｔであることから，５・６号機それぞれ注水可能

時間は 14 時間程度である。なお，上記に加え電源車により既設設備が復旧されれば既設のポン

プを用いた注水や，消防車を用いた海水による注水が可能である。 

【使用済燃料プールに全ての燃料を保管している場合（使用済燃料プールゲートは閉）】 

消防車による使用済燃料プールへ注水に必要な水量（全ての燃料を使用済燃料プールへ移動し使

用済燃料プールゲートを閉した場合）は，平成 26 年 4 月 1 日時点の崩壊熱より５号機で 10t/h

であり，６号機についても同様に 10t/h と評価される。５・６号機あわせた注水可能時間は 13

時間程度であり既設のポンプを用いた注水や，消防車を用いた海水による注水が可能である。 
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図－１ 注水開始までのフローチャート 

 

2.18.4 添付資料 

  添付資料－１ ５・６号機 冷温停止維持に関する設備の復旧状況等について 

  添付資料－２ ５・６号機の耐震性について 
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③
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部

没
水

※
３
）

※
３
）
設
備
の
健
全
性
は
各

パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視

す
る
こ

に
は
設
備
に
支
障

を
き
た
す
可
能
性
は
否
定
で
き
な

性
評
価
及

び
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
た
諸
方
策

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄

化
系

①
異

常
な
し

ポ
ン
プ
：ハ

ン
ド
タ
ー

ニ
ン
グ

運
転
確

認
復
旧

済
○

原
子

炉
補

機
冷

却
系

①
異

常
な
し

ポ
ン
プ
：ハ

ン
ド
タ
ー

ニ
ン
グ

運
転
確

認
復
旧

済
○

補
機
冷

却
海

水
系

②
全

て
の
ポ
ン
プ
が
津
波

に
よ
り
損

傷
ポ
ン
プ
：
分
解

点
検

復
旧

済
△

（
配
管

が
一
部

没
水

※
３
）

※
３
）
設
備
の
健
全
性
は
各

パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視

す
る
こ

に
は
設
備
に
支
障

を
き
た
す
可
能
性
は
否
定
で
き
な

性
評
価
及

び
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
た
諸
方
策

燃
料

交
換

機
③

修
理

復
旧

済
○

原
子

炉
建
屋

天
井

ク
レ
ー

ン
①

修
理

復
旧

済
○

使
用

済
燃

料
プ
ー
ル

①
異

常
な
し

→
復
旧

済
○

＊
）
ウ
ォ
ー

ク
ダ
ウ
ン
：

注
１
）
①

：
既
設

設
備
を
復

旧
し
設
計

上
想

定
内
の
環

境
で
使

用
注

２
）
○
：
設

計
上

想
定

内
の
環

境
で
使

用
設
備

に
触
れ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
観
察

し
，

②
：
既
設

設
備
を
復

旧
し
て
い
る
が
設
計
上

想
定

外
の
環
境

で
使
用

△
：
設

計
上

想
定

外
の
環

境
で
使

用
被
害

当
初

の
状
態
を
確
認

す
る
こ
と
。

③
：
未
復

旧
（
復
旧

中
）
の
既
設

設
備

④
：
仮
設

設
備

2.
2
5

2.
2
4

復
水
補

給
水

系

復
水
補

給
水

系

原
子
炉
冷

却
材

浄
化

系

原
子
炉
冷

却
材

浄
化

系

2.
2
6

原
子
炉

建
屋

常
用

換
気

系

表
－

２
　
５
・
６
号

機
　
冷

温
停

止
維

持
に
関

す
る
設

備
の
復

旧
状

況
等

に
つ

い
て

設
　
　
　
備

原
子
炉

建
屋

常
用

換
気

系

5

2.
2
7

燃
料

プ
ー
ル

冷
却

浄
化
系

6

オ
ペ
フ
ロ
の
高
湿

度
環

境
に
よ
り
電
気

設
備
の
絶
縁

低
下
や

機
械

設
備

の
発

錆
に
至

る
（
震
災

時
の
燃

料
プ
ー

ル
冷
却

機
能

喪
失

に
よ
り
，
プ
ー
ル
水

温
度

が
上

昇
し
水
蒸

気
が

発
生
）

5
2.
2
8

燃
料

取
扱
系

及
び

燃
料

貯
蔵

設
備

未
復
旧
の
ポ
ン
プ
に
つ

い
て
は
点
検

と
に
よ
り
確
認
で
き
る
も
の
の
，
長
期
的

い
こ
と
か
ら
，
没
水
配
管
に
お
け
る
健

全
の
検
討
を
実

施
し
て
い
る
。

と
に
よ
り
確
認
で
き
る
も
の
の
，
長
期
的

い
こ
と
か
ら
，
没
水
配
管
に
お
け
る
健

全
の
検
討
を
実

施
し
て
い
る
。
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号
機

分
類

注
１
）

ウ
ォ
ー

ク
ダ
ウ
ン

＊
）

の
結

果
（
被
害

状
況
）

復
旧

プ
ロ
セ
ス

復
旧
状
況

使
用

環
境

注
２
）

備
　
　
　
考

燃
料

交
換

機
①

修
理

復
旧

済
○

原
子

炉
建
屋

天
井

ク
レ
ー

ン
①

修
理

復
旧

済
○

使
用

済
燃

料
プ
ー
ル

①
異

常
な
し

→
復
旧

済
○

5
①

異
常
な
し

排
風
機
：
ハ
ン
ド
タ
ー
ニ
ン
グ

運
転
確

認
復
旧

済
○

6
①

異
常
な
し

排
風
機
：
ハ
ン
ド
タ
ー
ニ
ン
グ

運
転
確

認
復
旧

済
○

5
①

異
常
な
し

送
排
風

機
：
ハ
ン
ド
タ
ー

ニ
ン
グ

運
転
確

認
復
旧

済
○

6
①

異
常
な
し

送
排
風

機
：
ハ
ン
ド
タ
ー

ニ
ン
グ

運
転
確

認
復
旧

済
○

外
部

電
源

①
異

常
な
し

→
復
旧

済
○

非
常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
①

異
常
な
し

運
転
確

認
復
旧

済
○

非
常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
冷
却

海
水

系
②

全
て
の
ポ
ン
プ
が
津
波

に
よ
り
損

傷
ポ
ン
プ
：
分
解

点
検

復
旧

済
△

（
配
管

が
一
部

没
水

※
３
）

※
３
）
設
備
の
健
全
性
は
各

パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視

す
る
こ

に
は
設
備
に
支
障

を
き
た
す
可
能
性
は
否
定
で
き
な

性
評
価
及

び
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
た
諸
方
策

直
流
電

源
装

置
①

異
常
な
し

蓄
電

池
：
比
重
・
電
圧

測
定

復
旧

済
○

電
源

ケ
ー
ブ
ル

②
ケ
ー

ブ
ル
が
一
部

没
水

（
そ
の
他
は
異

常
な
し
）

絶
縁

抵
抗

測
定

復
旧

済
△

（ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
が
一

部
没

水
※
７
）

※
７
）
海

水
系

ポ
ン
プ
（
残

留
熱

除
去

海
水

系
，
補

機
冷

却
海

水
系

，
冷

却
海

水
系

）
に
電

力
を
供

給
し
て
い
る
ケ
ー

ブ
ル
が

の
低

下
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
，
予

備
の
ケ
ー

ブ
ル

外
部

電
源

①
異

常
な
し

→
復
旧

済
○

非
常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
③

異
常
な
し

運
転
確

認
復
旧

済
（高

圧
炉

心
ス
プ
レ
イ
系

は
未
復

旧
※
８
）

○
※
８
）
復
旧
さ
れ
て
い
る
５
・
６
号
機

全
て
の
非

ば
，
非
常

用
高
圧
母
線
に
接
続
す

る
動
作
可
能
な
非
常

さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
必
要
に
応

じ
て
動
作
可
能
で
あ
る
状

非
常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
冷
却

海
水

系
③

全
て
の
ポ
ン
プ
が
津
波

に
よ
り
損

傷
ポ
ン
プ
：
分
解

点
検

復
旧

済
（高

圧
炉

心
ス
プ
レ
イ
系

は
未
復

旧
※
９
）

△
（
配
管

が
一
部

没
水

※
３
）

※
３
）
設
備
の
健
全
性
は
各

パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視

す
る
こ

に
は
設
備
に
支
障

を
き
た
す
可
能
性
は
否
定
で
き
な

性
評
価
及

び
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
た
諸
方
策

※
９
）
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
み
に
冷
却
水
を
供
給
す
る

て
動
作
可
能
で
あ
る
状
態
に
復
旧
す
る
。

直
流
電

源
装

置
③

異
常
な
し

蓄
電

池
：
比
重
・
電
圧

測
定

復
旧

済
（高

圧
炉

心
ス
プ
レ
イ
系

は
未

復
旧

※
１
０
）

○
※
１
０
）
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
制
御
電
源
の
み

に
電

必
要
に
応
じ
て
動
作
可
能
で
あ
る
状

態
に
復
旧
す
る
。

電
源

ケ
ー
ブ
ル

②
ケ
ー

ブ
ル
が
一
部

没
水

（
そ
の
他
は
異

常
な
し
）

絶
縁

抵
抗

測
定

復
旧

済
△

（ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
が
一

部
没

水
※
７
）

※
７
）
海

水
系

ポ
ン
プ
（
残

留
熱

除
去

海
水

系
，
補

機
冷

却
海

水
系

，
冷

却
海

水
系

）
に
電

力
を
供

給
し
て
い
る
ケ
ー

ブ
ル
が

の
低

下
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
，
予

備
の
ケ
ー

ブ
ル

＊
）
ウ
ォ
ー

ク
ダ
ウ
ン
：

注
１
）
①

：
既
設

設
備
を
復

旧
し
設
計

上
想

定
内
の
環

境
で
使

用
注

２
）
○
：
設

計
上

想
定

内
の
環

境
で
使

用
設
備

に
触
れ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
観
察

し
，

②
：
既
設

設
備
を
復

旧
し
て
い
る
が
設
計
上

想
定

外
の
環
境

で
使
用

△
：
設

計
上

想
定

外
の
環

境
で
使

用
被
害

当
初

の
状
態
を
確
認

す
る
こ
と
。

③
：
未
復

旧
（
復
旧

中
）
の
既
設

設
備

④
：
仮
設

設
備

2.
2
9

中
央

制
御

室
換

気
系

中
央

制
御

室
換

気
系

非
常
用

ガ
ス
処
理

系

6

非
常
用

ガ
ス
処
理

系

6

オ
ペ
フ
ロ
の
高
湿

度
環

境
に
よ
り
電
気

設
備
の
絶
縁

低
下
や

機
械

設
備

の
発

錆
に
至

る
（
震
災

時
の
燃

料
プ
ー

ル
冷
却

機
能

喪
失

に
よ
り
，
プ
ー
ル
水

温
度

が
上

昇
し
水
蒸

気
が

発
生
）

表
－

３
　
５
・
６
号

機
　
冷

温
停

止
維

持
に
関

す
る
設

備
の
復

旧
状

況
等

に
つ

い
て

設
　
　
　
備

2.
2
8

燃
料

取
扱
系

及
び

燃
料

貯
蔵

設
備

2.
3
0

5

2.
3
2

電
源
系

統
設
備

と
に
よ
り
確
認
で
き
る
も
の
の
，
長
期
的

い
こ
と
か
ら
，
没
水
配
管
に
お
け
る
健

全
の
検
討
を
実

施
し
て
い
る
。

非
常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機

一
部

没
水

。
時

間
の
経

過
に
よ
り
絶

縁
性

能
を
敷

設
し
信

頼
性

向
上

を
図

っ
て
い
る
。

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

を
含
め
て
考
え
れ

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
は
十

分
確
保

態
に
復
旧
す
る
。

と
に
よ
り
確
認
で
き
る
も
の
の
，
長
期
的

い
こ
と
か
ら
，
没
水
配
管
に
お
け
る
健

全
の
検
討
を
実

施
し
て
い
る
。

も
の
で
あ
り
，
今
後
は
必
要

に
応
じ

力
を
供
給

す
る
も
の
で
あ
り
，
今
後

は

非
常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機

一
部

没
水

。
時

間
の
経

過
に
よ
り
絶

縁
性

能
を
敷

設
し
信

頼
性

向
上

を
図

っ
て
い
る
。



 

 

号
機

分
類

注
１
）

ウ
ォ
ー

ク
ダ
ウ
ン

＊
）

の
結

果
（
被
害

状
況
）

復
旧

プ
ロ
セ
ス

復
旧
状
況

使
用

環
境

注
２
）

5
③

異
常
な
し

ポ
ン
プ
：
ハ
ン
ド
タ
ー

ニ
ン
グ

運
転
確

認
一

部
未

復
旧

※
１
１
）

○

6
③

設
備

が
一

部
没
水

（
そ
の
他

は
異

常
な
し
）

－
未
復

旧
※
１
２
）

△
（
設
備

が
一
部

没
水

※
１
２
）

5
・6

④
○

5
①

異
常
な
し

計
器
：
点
検

・校
正

復
旧

済
○

6
①

異
常
な
し

計
器
：
点
検

・校
正

復
旧

済
○

＊
）
ウ
ォ
ー

ク
ダ
ウ
ン
：

注
１
）
①

：
既
設

設
備
を
復

旧
し
設
計

上
想

定
内
の
環

境
で
使

用
注

２
）
○
：
設

計
上

想
設
備

に
触
れ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
観
察

し
，

②
：
既
設

設
備
を
復

旧
し
て
い
る
が
設
計
上

想
定

外
の
環
境

で
使
用

△
：
設

計
上

被
害

当
初

の
状
態
を
確
認

す
る
こ
と
。

③
：
未
復

旧
（
復
旧

中
）
の
既
設

設
備

④
：
仮
設

設
備

2.
3
3

仮
設
設

備
を
設

置
し
，
建

屋
内

滞
留
水
の
処

理
を
行

っ
て
い
る
。

放
射

性
液

体
廃
棄

物
処

理
系

放
射

性
液

体
廃
棄

物
処

理
系

計
測
制

御
設

備

計
測
制

御
設

備

2.
3
4

仮
設

設
備

（
滞
留
水

貯
留

設
備
）

表
－

４
　
５
・
６
号

機
　
冷

温
停

止
維

持
に
関

す
る
設

備
の
復

旧
状

況
等

に
つ

い
て

設
　
　
　
備

備
　
　
　
考

※
１
１
）
未
復
旧
機
器
は
，
添

付
資
料
－
４
　
系
統
概
要

図
に
記
載
。
（
Ⅱ
.2
.3
3
　
参

照
）

設
備
の
一
部

が
未
復
旧
で
あ
る
が
，
発
生
す

る
廃
液
は
，
機
器

ド
レ
ン
系
に
て
処
理
可
能

。

※
１
２
）
未
復
旧
機
器
及
び

没
水
機
器
は
，
添
付
資

料
－
４
　
系
統
概
要
図
に
記

載
。

（
Ⅱ
.2
.3
3
　
参
照
）

発
生
す
る
廃
液
は
，
５
号
機

の
機
器
ド
レ
ン
系
に
て
処
理
可

能
。

定
内
の
環

境
で
使

用
想
定

外
の
環

境
で
使

用
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